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 本資料は、個人の見解に基づくものであり、組織、法人を代表
して意見を述べるものではありません。

 本資料は、一般社団法人日本ロボット工業会他、多くの皆様
のご協力により作成しております。この場で御礼申し上げます。



3Copyright © 2019 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

ロボット導入200事例から紐解く、ロボット導入のインパクト

主たる目的・効果 副次的効果

導入前
目的

導入後
効果

ポイント

【定量的効果】
・労働生産性向上
・省人化／効率化
・生産量増加

【定性的効果】
・品質の安定
・過酷苦渋労働支援/代替

【定量的効果】
・労働生産性向上
・省人化／効率化
・生産量増加

【定性的効果】
・品質の安定
・過酷苦渋労働支援/代替

SIerの経験や
ユーザーの知識に大き

く影響を受ける

特にこれらの向上には、部分的最適化のみならず、全体（全
行程）の最適化が必要

・顧客満足度向上
-先進性のアピール
-衛生環境のアピール

・従業員満足度向上
-モチベーションの向上

（軽労化、単純労働からの解放）

-一体感の醸成

全社一丸となっての取組の工夫
(ロボットの名前公募、説明会の実施など）

社員のモチベーションを高める人員配
置
対外的アピールの実施

(全社案内、工場見学、募集広告など）

定期的な社員教育の実施

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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ロボットを稼働していない理由

 ロボットを稼働していない企業では、主な理由として、①技術的問題、②環境変化の
問題、③導入効果の問題を挙げている。

33%

30%

17%

20%

現在ロボット稼働をしていない理由

技術的問題

環境変化の問題

導入効果の問題

その他

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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稼働時の問題に対する想定の有無

 ロボットを稼働していない企業において、稼働時の課題を全く想定していなかったとす
る割合は1/3程度。

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

32%

35%

33%

稼働時の課題は想定していたか

起こり得る可能性があるものと
しては想定していた

一つの懸念事項として
想定していた

想定していなかった

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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稼働時の問題の具体例

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

稼働していない理由 具体例

技術的問題
・誤差が生じる頻度が多く、常駐監視を余儀なくされた
・動作異常のため本生産に移行できない
・装着型のため、作業者の身体の自由度が制約された

環境変化の問題
・製品の採算悪化により、受注が停止となった
・商品仕様変更により、手作業での対応となった
・受注量の変化に柔軟に対応できず、稼働停止となった

導入効果の問題
・手作業と比べ非効率である。
・生産性向上の効果が計画より小さくコストに見合わない
・他の工程を自動化していないため稼動しても効果が小さい

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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ロボット導入にあたってのポイント
―事前検討―
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稼働時の問題を受けての教訓

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

稼働できない理由 教訓コメント

技術的問題

・非定常作業を含めた安全性を考慮すべきだった。
・ロボット投入工程の前後の工程への配慮をすべきだった。
・オペレーションへの組み込みにあたって複数年度にわたってのマイル
ストンを作る必要があった

環境変化の問題

・特定顧客向けに特化した生産システム構築は避けるべきだった
・特定機能のみならず追加機能を持たせることも検討すべきだった
・生産量の増大に伴うロボット周辺設備の負担増についても留意す
べきだった

 ロボットを稼働していない企業は、ロボット導入検討時の教訓として、諸条件について
幅広い想定を行うことの重要性を挙げている。

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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想定効果の実現

 ロボットを導入した企業の多くは想定通りもしくは想定以上の効果を得たと回答

8%

82%

10%

想定していた効果は出たか

想定通り

想定以上
想定以下

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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想定外の効果

 ロボット導入企業では、想定効果に加え、自動化意欲の向上や社員の士気向上と
いった想定外効果も享受

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

63%

37%

想定外の効果はあったか

あった

なかった

0 10 20 30 40 50 60

自動化意欲の向上

社員の士気の向上

働き方改革

工程・手順の見直し

その他

導入による想定外の効果

（単位：社数）

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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2.5

4.3

0 2 4 6

導入前人数

導入後人数

導入前後での平均ティーチング人数

（単位：人数）

社内ティーチング人材

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

 ロボット導入企業では、導入後に社内におけるロボットティーチング人材を増やしている

導入前から増加

70%

導入前から減少

6%

導入前と変わらず

24%

社内ティーチング人材は導入後増加したか

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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導入担当SIerと知り合ったきっかけ

0 20 40 60 80

もともとの取引先

取引先の紹介

ロボットメーカー、商社の紹介

展示会

ネットで検索

知人の紹介

その他

ロボット導入担当SIerと知り合ったきっかけ
（単位：社数）

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

 ロボット導入担当システムインテグレータと知り合うケースとしては、もともとの取引先で
あるケースや、取引先やロボットメーカー、商社からの紹介のケースが多い

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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導入担当SIerへの依頼内容

（備考）2018年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

 ロボット導入企業におけるロボットシステムインテグレータとの関係をみると、導入後も
保守管理や新規設備導入のサポートを依頼しているケースが多い

0 20 40 60 80 100

保守管理

新規設備導入のサポート

社内教育

その他

特になし

ロボットSIerへの依頼内容

（単位：社数）

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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自動化投資（金額）

（備考）2016年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

 ロボット導入企業において導入後、自動化投資予定額を引き上げる傾向がみられる。

0%

10%

20%

30%

40%

2016年度調査 2017年度調査 2018年度調査

ロボット導入企業における今後3年間の自動化投資予定額

1000万円未満 1000万～3000万円未満 3000万以上 1億円以上

投資予定額はより
高額にシフト

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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自動化投資（人員）

（備考）2016年度調査において調査対象となった事業者のデータを基に作成。

 ロボット導入企業において導入後、自動化に携わる人員を増加させる傾向がみられる。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2016年度調査 2017年度調査 2018年度調査

自動化に携わる人員（実績、予定）の経年比較

実績増加 実績減少
実績不変 増加予定（右目盛）
減少予定（右目盛） 不変又は不明（右目盛）

実績、予定共に増加傾向

出所：日本ロボット工業会「ロボット導入実証事業」
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「誰でも自由に利用出来る」という条件でソースコードが公開されているソフトが
OSSである

OSS
(Open Source Software)

ソースコードの公開
(ソースコードを誰でも閲覧出

来る)
ソースコードの複製
(ソースコードをコピーする)

ソースコードの配布
(ソースコードを他人に提供/公開

する)

ソースコードの改変
(ソースコードを修正、一部を取り

出す、新機能を追加する)

ソフトウェアの価格

閲覧用としてのみソースコード
が公開されているソフトウェア

Closed Software
(Office製品やInternet 

Explorerなど)

◯ ◯ ◯ ◯ 有償/無償

◯ ✕ ✕ ✕ 有償/無償

✕ ✕ ✕ ✕ 有償/無償

利用許諾（ライセンス）凡例
◯：許可されている
✕：許可されていない

誰でも自由に「利用」出来るか否か

ソースコードが
公開か非公開か

出所：『ソフトウェアライセンスの基礎知識』より日本ロボット工業会作成
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どの立場に立つかによって、オープンソース活用によって享受できる利益は異なる

出所：各種公知情報より日本ロボット工業会作成

OSS開発企業

ビジネス利用者

エンドユーザー

利点利益の享受者

• 宣伝効果が期待される
⇒需要が一定以上あり、手頃なOSSが登場していないジャンルであれば、短期間に注目を集めることができる
• ユーザーからのフィードバックが得やすい
• 自社のみでは難しい広範囲なフィールドテストを実現でき、短期間にソフトウェアの品質を上げることができる
• 優れた人材とのコミュニケーションが生まれることで共同開発が進む可能性がある
⇒自社のOSSがその分野のデファクトスタンダードになる可能性がある

• 従来のクローズドソフトウェアと異なり、高いライセンス料やデベロッパープログラムへの参加が求められなくなるため、製品
価格を抑えることができる

⇒ソフトウェア調達コストの削減を実現することでIT企業としても価格競争力を高められる
• データセンターのように大量のコンピュータを利用する場合、トータルの運用コストの削減効果が期待される

• 高機能なソフトウェアを無料（有料なものもあるが）で入手できる
• ベンダーロックイン（ソフトウェア供給企業による顧客の囲い込み行為）を回避できる
• コミュニティの活用
• 技術力を備えたユーザー企業であれば、ソースコードから内部構造を把握して、自社に必要な機能をカスタマイズできる
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OSSは特に法的リスクに関する問題を抱えているため留意が必要である

出所：OSSモデルカリキュラムの学習ガイダンス、日本OSS推進フォーラム等公知情報より日本ロボット工業会作成

法的リスク

その他

OSSの
問題・リスク

知的財産
侵害リスク

その他法的
リスク

品質保証

その他

【著作権侵害】
• 第三者のソースコードが混入しており、著作権者から利用差し止め請求を起こされる可能
性がある

【特許権侵害】
• ソースコードに第三者の特許が含まれている場合に、特許権侵害として利用差し止めの可
能性がある

【商標権侵害】
• 第三者のOSSが商標登録されている場合に、使用禁止請求や存在賠償請求を受ける可
能性がある

【瑕疵担保責任】
• OSS であっても瑕疵担保責任は設定すべきと考えられるが、多数の開発者が有機的に関

与する OSS の場合、誰がどこまでの範囲で責任を負うのかが不明確
【製造物責任】
• 特定ハードウェアに組み込んでシステムとして提供した場合、OSS を利用してシステムを構
築した製造者が製造物責任を問われる場合がある

【消費者契約法による解釈】
• 消費者契約法8条第5項で、目的物にかくれた瑕疵がある場合に事業者の責任を免除す

ることを禁止しているため、完全な無保証は法律上不可能という見解がある
【その他法的リスク】
• 流用したソースのライセンスによっては、ソースを公開しなければならない

• サポート体制が完備されていない（障害時にサポートがない）
• 品質に対する保証がない（OSSの品質によってそれを利用したサービスの品質が決定）
• セキュリティ（脆弱性）が弱いケースがある

• 操作方法がまとめられていないため、技術の習得に時間がかかる
• OSSを利用したアプリケーションが不足しているケースがある

リ
ス
ク
大
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組織化されていない緩やかな連携によるコミュニティによってOSSは拡散・拡充する

技術を学ぶ場所として活用できる
自らや自社の技術力の高さを

宣伝できる
自社ソフトウェアを強化できる

コミュニティの活動が安定して、
ソフトウェア開発の共同作業を

加速できる

自由な利用を許可
（複製、配布、改変）

開発資金を提供

新しい技術の
学習・習得

開発の支援

ビジネスへの利用

新機能の追加

不具合の修正

コミュニティ

OSS開発元（企業、個人、大学、NPOなど）

OSS利用者・協力者
（コミュニティ参加者）

ソフトウェアの
フィードバック

オープンソースコミュニティは確固たる組織や明確な指揮系統があると限らず、特定の企業やNPO法人等が中心となりつつも
オープンソースになっている特定のソースコードに関心を持つ人達が緩やかに連携している

コミュニティに参加する利点① コミュニティに参加する利点② コミュニティに参加する利点③ コミュニティに参加する利点④

規模の拡大

ドキュメントの作成

情報発信

品質の維持・向上

認知度の向上
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ROSは、ロボットOSシェアが高い

出所：RTミドルウェアーロボットソフトウェア標準ー、各ソフトウェアのホームページなど公知情報よりNTTデータ経営研究所にて作成

著名なロボットフレームワーク(一部のOSSはロボットに特化していない)

OpenRTM

OpenCV

URBI

ORiN

ROS

開発元

Willow Garage

産総研

University of 
Southern 
California

Intel / Willow 
Garage

Gostai / 
Aldebaran

デンソーウェーブ等

開発年度

2007年

2010年

2002年

2006年

2003年

2002年

ターゲット

Universal
(あらゆるロボットを

想定)

Universal
(あらゆるロボットを

想定)

Mobile Robot

N.A

N.A

FA Robot

開発言語

C++, Python, 
LISP, Matlab

C++, Python, 
JAVA, .NET

C, C++, 
Python, LISP, 

JAVA, Tcl

C, C++, 
Python, JAVA

urbiiscript, 
C++

C++

OS

Linux, OS X, 
(Windows, iOS,

Android)

POSIX, OS X,
Windows, 
ulTRON

Linux

Windows, Linux,
FreeDSB, 
macOS,

Andrid, iOS

Windows, Mac 
OS X, Linux

Windows

ライセンス

BSDライセンス

LGPLと個別契約の
デュアルライセンス

Apach2.0

BSDライセンス

BSDライセンス

N.A

Gazebo
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